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　「ここに答があった！」─これが
この本を手に取ってみての率直な感
想であった．
　若手家庭医部会の仕事をしている
と研修医からさまざまな相談を受け
る．「いい家庭医・総合医になるに
は？」「どこまでを診療範囲とする
のか？」「専門医などの資格は取ら
なくていいのか？」「家庭医は都会
には向かないのでは？」などなど，
回答に窮することも多い．しかし，
この本をひもとくことで，これらに
対する答えが明確になっていった．
　著者の松村医師は，東京都世田谷
区にある松村医院の若き院長であ
る．この本は見学に来た研修医との
対話が狂言回しとなっている．松村
医院，松村家の日常風景も交えなが
ら，その対話に前述の疑問に対する

回答や，著者の実体験などが語られ
ていく．
　著者が一人でプライマリを実践す
るなかで，どのように人・地域をみ
ているか，いかに EBMや振り返り
を行って生涯学習を進めているか，
「自分を保ち続けるために」必要なこ
とは何か，などテーマが進んでい
く．それらの言葉は，著者の血であ
り肉であり，いずれも実践に基づき
説得力がある．この本に出会ったこ
とで自分の課題も見つかり，非常に
勇気づけられた．
　最後に悩める研修医に著者がエー
ルを送っている．「自分自身の足で
立ち，自分の頭で考える」のだと．
この台詞は読み進めていて，実に温
かみを感じた．
　「総合診療」「家庭医療」「プライ

マリ・ケア」を目指すすべての若手
医師，研修医にぜひお薦めしたい．
大いなる共感をもって読破し，同時
に希望と安心感を得ることができる
であろう．また，読みやすい文章で
あるので，これらをもっとよく知り
たい医学生やコメディカルの方々に
もお薦めの一冊である．私はこの本
を研修指導，職場での学習会に活用
していくつもりである．また，この
本の大きなメッセージの 1つでもあ
る「続けること．そして，続けるた
めには熱意をどこかに持っておくこ
と」を心にとめて，毎日の診療を
行っていきたい．
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